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天応同好會観測部月報

太　　陽　　課

太1陽黒点溝動の近朕

　太陽面の黒点は，今まで本誌で度々くりかへし報じtこ通り，

去る1928年に活動期の峠を越えたけれざ，しかし，決して急に

’下b坂に向はないらしい・昨年なごは，時々大愛な黒点が現は

れて，入々を驚かしてみる・・今，諏訪の三澤氏の麹測旬報を見

るご，相i宜敷は下の如くである．

　　年　　月

1928年　7月上旬
　　　　中勺
　　　　下句
　　　8月上旬
　　　　中旬
　　　　下旬
　　　9月上旬
　　　　中旬
　　　　下旬
　　　10月上旬
　　　　中旬
　　　　下旬
　　　11月上旬
　　　　中旬
　　　　下旬
　　　12月上旬
　　　　中旬
　　　　下句
1930年　　　1月」：■EU
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毎月軍均

94．7

84．6

40．5

61．3

87．8

14，5．5

86．3

a　籔

（23）

（P，　1）

（19．　）

（2？，）

（L，1）

（24）

（28）

之れで見るご，昨年中に，黒点は，八月中旬ご，十二月中旬

ざに最大活動を見せてみる．八月中旬こいへば，かのツエペリ

ン大飛行船が世界一週の途上，シベフアの野を通った時であっ

て，あの時，乗員ナこちが船中から見tz　Sいふ北天のオ1ロ1う

は，全く此の時の太陽黒点の影響である．

叉，十二月中の黒点活動は，實に近年にない猛烈なものであ



14．D，

太陽黒黙活動の近飛

って，三澤氏は十二月二十日前後に無慮十三群の黒点を見てゐ

ζ，れ、此の．月のVコ1ドは，大正十年秋，三澤氏が観測を始め

られてから，全く例の無いこごであった・此の頃，我が地球上

に於いても，磁二三やオ1ロ1ラが盛んに見え，叉，全世界の

各地が，或は山塞に襲はれたり，異常な温暖に見舞はれtz　bし

て，一般に何所でも「何十年ぶり」の珍らしい天氣模様に驚い

7このは，世入が皆今術ほ記憶に新らしいこごである．（詳しく

は京都花山ブレテンを見られよ・）

　今歪麦も，やはり，油断はならない・

彗　　星　　船

井　ル　ク　彗　星

　本誌前號附録に急報した如く，咋年末ポ1ランドのクラカウ

天文毫で登見されたヰノVク彗星は，次のやうな電報によって知

らされtzものであっtこ・

　Comet　NVill〈　2・1070　December　17450　27130　05342　69992

　Equinox　1855　Banachiewicz　Stromgren

最後の槍算が合はないで始め吾々はまごついtzが，後に，210

70は20070の誤りであるこSを峙つtこ・即ち電文の意昧は，

　　ヰノレク氏獲見の新彗星，十二月20日17時45PO，光度7．0，

　　赤経271030’，北極距離53。427

である・之れは乱淫珍らしい星であって，光りも可なり遠く，

：覗運動も速かつtz・始め，登見された時は琴座力星附近にあっ

ナこが，それから，まっしぐらに東南へ移って，年末には白鳥座

べ星の近くを通って，狐座に入り，一一こ口1」には海豚座，同十

日には小馬座，十六目には水瓶座に入り，一月末には水瓶座ア

、星の南を通懸して行つナこ・

　軌道は，ボ1ランドのクラカウ天文塁長や，其の他多くの人
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入が箕出して登表しおが，皆，編物線形である・

軌道三十算出者

　近日点通過

　近日点引藪

　昇交点黄経

　軌道の傾斜

　近目点距離

　観測材料

バナヒ：1鉾ツ　　バワ二等

1930年1月17．日290　同22．臼28

黙隷欝
　O．7801　e．674
　　？　　＋二月21－23日　同21－25日

　　バナビノ聾ッ（改）　紳　　田

　　同22．0259　　　　　　同22．n2972

／翻lii囎l
　O．672・6　O．672370
　　　　　同24日’一月1日，同9日・

此の四種の軌道のうち，第一のものは，勿論，余りに不正確な

ものである・多分，町田氏のものが最も眞に近いだらう・バナ

e1ヰツ氏は，此の星が西暦1739年の大彗星ご同じものだらう

ご言ってみる・この1739年の彗星は，ラカ6ユの研究によれば

軌道が

近目点通過

近口点引藪

昇交点黄経

軌道の傾斜

近日点距離

1739年六月17日4229　（パリ時間）

｝ll｝3’鴇醐・

　　O．67358

であって，著しくヰノソク彗星ご似てみる・

観灘部流星課十月報告

課長　小商潔二郎

十月に於ける流星観測者及観測敷は下記の通りである．

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
⑪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

観　　測　　者

鄭
鱒
浦
子
四
馬
久
夫
夫
鳩

二
太
鍍
重
健
鉄
正
武
幸
香

孝
滲
　
亥

三
田
重
原
木
中
林
城
崎
糞

小
原
武
宮
荒
田
小
高
山
改

（略符）

（Ko）

〈Ila）

（rvs）

（“’｛i）

（Ar）

（Ta）

（Kh）

（TI｛）

（Ya）

（Ka）

観 測 地

和歌山縣有田郡金屋

大分市大分橋通三丁目

長野市北石堂町

長野市南縣町＾

岡山縣玉島町八幡

輻岡市外箱崎町中小路

東京市本郷匿弓町2／4

和歌山市上鷹匠．町

大阪府龍華町安巾

憩戸了i∫西須田

時間数

　5m
，r）eJor

　9．0
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1090
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144 観測部流星課十月報告　課長（小棋孝二鄭）

　　　総観測時間敷　　　2945分

以上の流星を各日別に記せば

総餓測個薮 207個

r

　　　観測者
喆t

（K：o’ （Ha） （Ts） Mi） （Ar） （Ta） （Kh （Tk） （Ya （Ka） 計

1 4 4

4 8 8

5 2 工0 6 1 19

6 9 17 10 36

7 1 5 6
二

8 6 　1

黶@．　一

7

13 6 1． 7 L

15 8 6 14

16 0 0

17 二
3 3

18 0 0

20 4 1 5
，

21 0 ．6 6

23 1 1 2
L

27 2 14 9 21
　　　’　　　　．

S6 5

28 10 6 16 ξ

29 5 15 3 1 24
「
130 8 8

（1）十月中に観測されtzる負二等以上の大流星を集録する・

1

出現 1総計 出 現率 消滅点
日付 観測者　P

時刻
確度

時間
光度 速度 色 其他

α o α δ
流星群　　一

．　　　　　一　『

n　In Y今
5 （Tk） 19　6 4 6s 一5？ VS WJ弐 痕破裂 262．5 一23．5 2み7．5 一5

15 （Ar⊃ 442 3 0．2 一4．5 R YR 痕（4s） 169 十33 172 十34

27 （〃） 215 2 0．8 ＿2 M Bw 76 一16 73 ＿22 Taurid　i

@　？．
30 （Ha） 147 3 0．3 Tup． rR R 痕 58．5 十26 33 ÷23
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　（2）流星群の出現状況

　月明の關係で二十日前後に出現するオリオン座流星群及双「p

座流星群は殆んご観測出來なかつtこ・只岡山の荒木氏は二十日

及二十一日に双子群を若干概測されてるるが輻射点は決定し難

い．

　本月27日には九州に於て田中，原田二一に依って同一流星を

観測された．負…等ノ）急速の流星である．九州三部熊本縣の上

室で高さは約百粁位である．詳しぐは後にゆつる・

　オリオン座の流星群は下旬に君干観測されてるるが著るしい

出現は見せなかった．其他の流星群には著るしいものはない・

（3）本月中の観測より得tzる輻射点は次の通ゆである・

輻　射 黒占，

備　　　　考

r

日付 観測時間（」．o．rli）
R．A． Decl．

個数 観測者No．

@1

@2

@3

@4

T
6
7
8
9
1
0

　5

@
茸
1
：
二
急
2
7
｛
2
8
｛
：
1

　n　　Ill　　　11　　111

P　40－　5　10

R　0－　5　10

O　10－　2　10

Q2　15－23　15

S　　0－　5　　0

S　　2

Q　　3

Q3　2－23．32

Q3　2－23　32

Q2　18－23　18

Q3　　2＿23　＝う2

Q2　18－23　18

Q3　2＿23　32

O　55－　2　40

130

U8

R2

P06

P90

P10

U1

T0

R7

X0
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